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選

日
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紅
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五
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淳
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一
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藤
本
満
恵

廃
船
の
龍
り
ゅ
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崩
る
冬
の
浜　
　
　
　
　
　

渡
部
喜
生
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に
手
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当
て
て
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上
ぐ
る
冬
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ゐ
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ク
ロ
ー
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す
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く
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友
を
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ひ
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髙
塚
啓
子

ク
リ
ス
マ
ス
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の
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た
る
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三
谷
福
美

　

　
川
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金

子

一

孝

選

初
冠
雪
背
中
と
腰
の
カ
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ロ
貼
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髙
塚
啓
子
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暖
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け
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た
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子
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く
じ
年
金
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し
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を
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本
幸
子

あ
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が
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ふ
る
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つ
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近
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鶴

便
利
さ
に
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の
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き
気
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忠
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青
い
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に
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て
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ロ
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三
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す
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介
護
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を
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田
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吾
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葉
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の
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さ
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昇

月
影
に
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舞
ひ
忘
れ
の
風
鈴
が
音
色
淋
し
く
折
々
ひ

び
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
広
司

金
婚
も
過
ぎ
て
夫
と
取
り
と
め
の
な
い
話
し
て
一
日

暮
れ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
淑
子

も
う
一
度
チ
ャ
イ
ナ
服
着
て
颯
爽
と
歩
い
て
み
た
い

武
丈
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
見
眞
由
美

卒
乳
せ
し
孫
の
ミ
ル
ク
を
ハ
ン
バ
ー
グ
、
シ
チ
ュ
ー
、

グ
ラ
タ
ン
に
使
ひ
て
楽
し　
　
　
　
　

真
鍋
生
朝
子

ク
リ
ス
マ
ス
孫
の
手
作
り
の
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楽
器
に
歌
声
合
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せ

シ
ョ
ー
の
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じ
ま
り　
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■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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（
直
通
）

▲エリフ・バルカン
（西条高校留学生、
　オーストリア・
　ウィ－ン出身）

　　　　　　　　　　　　　　　　西条に来たときの第一印象は「田舎」でした。すぐに

　　　　　　　　　　　　　　　生活にも慣れてきて、今は西条が本当に好きです。水、

　　　　　　　　　　　　　　　新鮮な空気、石鎚山、そして西条の人たちが大好きです。

　　　　　　　　　　　　　　　　登校初日は緊張していましたが、皆に温かく歓迎され

　　　　　　　　　　　　　　　安心しました。西条高校の生活を楽しんでいます。

　西条にはハロウィンパーティーのようなイベントがたくさんあることにびっくりしまし

た。皆と一緒に参加でき、とても楽しかったです。たくさんの友達ができました。西条の

人は本当に優しいです。

　西条では自転車に乗ることが好きです。乗ると自然を感じることができ、気持ちが落ち

着きます。一番好きなことは西条祭りです。このようなイベントは見たことがありません

でした。きっと来年の祭りには西条に戻ってきます。今からもう楽しみにしています。

　西条にさようならをするのはつらいです。水も自然も懐かしくなって、友達をはじめ西

条の人みんなを忘れることができないでしょう。ウィーンのみんなに西条の美しさについ

て伝えます。「一度は西条に行ってみて！」と言います。西条の魅力をたくさんの人が実

感できるように、これからも留学生にどんどん来てほしいです。もし留学生が来たら、私

と同じように温かく歓迎してあげてください。

　西条でいい思い出をいっぱい作ることができました。コミュニティーに受け入れてくだ

さり、ありがとうございました。
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